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　一般社団法人・一般財団法人のうち、不特定かつ多数の者の利益の増進に寄与すること、ならびに事業運
営の公正性・透明性が担保されていることなど、厳格な基準を満たす法人として認定されるものです。

個人のみなさまからのご寄付について、支払った
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beyond ecology
環境の未来をつくる人々を支える。

環境問題は、自然だけの問題ではありません。
私たちの社会や暮らしのあり方と深く結びついています。

 私たちは、問い続けてきました。 
 便利さや豊かさの裏で、環境への負担は だれに押しつけられているのか。 
「持続可能」とは、だれにとっての「持続可能」なのか。

環境問題を社会の構造や公正さの視点から捉え、
市民による実践を支えてきた、独立した民間助成団体です。

代表からのメッセージ

公益社団法人に認定されました

作家・翻訳家／ 1952年、東京生まれ
国際環境 NGO グリーンピース・ジャパン事務
局長（2005～2010 年）退任後、2010 年末
より現職。著書に『魂の民主主義』（築地書館）、
訳書に『一万年の旅路』（翔游社）、『ガイアの
時代』（工作舎）など、80 冊以上を手がけてきた。

個人のみなさまからのご寄付 法人のみなさまからのご寄付

公益法人とは？

星川 淳代表理事

　abt は 2025 年度、一般社団法人から公益社団法人への脱
皮に挑み、11 月には正式な認定を受けることができました。
内閣府による公益認定はなかなかハードルが高く、それまで
15 年にわたって積み上げた助成事業の実績が「公益」の資
格に値すると評価された結果です。このかん、さまざまな形
で応援してくださった方々にも、改めて誠心より感謝申し上
げます。
　また、公益法人への移行に備え、従来はネオニコチノイド
系農薬問題だけだった一般公募をすべての助成プログラムに
広げたうえ、部門名も「オーガニックシフト」「エネルギー
シフト」「東アジア エコ & ピースシフト」「フェーズシフト」
に整理し直して、4部門 5プログラムの公募を実施しました。
　気候変動の激化や、歯止めなき武力行使をはじめ、国内外
の社会課題は増加と複雑化の様相を強めています。環境分野
に特化した民間助成団体ができることは限られていますが、
公正かつ平和で持続可能な世界をめざして、布石を打ち続け
たいと思います。
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未来の課題を先取りする新しい公募助成へ
　これからの社会と環境の要請に応える助成プログラムへと刷新するため、プログラムの新設や名称改訂を行な
うとともに、すべての助成事業を公募制としました。

▶ランチタイムイベン
トや YouTube 配信な
ど様々なスタイルのイ
ベントを実施しました

オーガニックシフト部門

エネルギーシフト部門 東アジア エコ＆ピースシフト部門

フェーズシフト部門

ネオニコチノイド系農薬問題プログラム
オーガニック給食推進プログラム スポット助成プログラム

2025 年度のアクト・ビヨンド・トラスト（abt）

役員・スタッフのご紹介

新任監事からのごあいさつ

新任事務局長からのごあいさつ

　設立 15年目を迎えた abt は、公益法人認定を契機に、すべての助成部門を公募制へ移行しました。
より広く、多様な市民活動を力強く支えるための仕組みを用意しています。
　また、豊かな市民活動を育むための「環境醸成」と「触媒作用」を担う存在として、abt 自身の
発信力の強化にも取り組みました。

2025 年度は 4部門・5プログラムによる公募の結
果、計 19企画・総額約 1270 万円の助成を行ない
ました。

市民が幅広い環境課題について学び、理解を深め
るため、イベント実施やレポート公開、オンライ
ンコミュニティ運営などを行ないました。

公募助成事業 広報・啓発／調査・研究事業

新設新設

!" !#$%
助成総額

万円

助成件数

件

本山 央子
NPO法人 アジア女性資料
センター理事

曺 美樹（CHO Misu）
日・韓翻訳／通訳

美濃部 真光
NPO法人 地球と未来の環境
基金プログラムオフィサー

星川 淳
作家・翻訳家

安田 節子
食政策センター・ビジョン
21代表

早瀬 敏博
早瀬税理士事務所 代表税
理士／経営コンサルタント

島 昭宏
アーライツ法律事務所代表
弁護士

李 妍焱（LI Yanyan）
駒澤大学文学部社会学科
教授

理事理事業務執行理事

監事（新任）監事理事理事

代表理事

スタッフ

役員

八木 晴花助成実務／リサーチアシスタント

北畠 拓也事務局長／プログラムオフィサー

島内 梨佐広報担当

竹田 憲一ファンドレイジング担当

北畠 拓也

事務局長／
プログラムオフィサー

　2025 年度より、新設された事務局長職に就任しました、北畠拓也です。abt に入職して 5
年目となります。
　私はこれまで、都市デザインや住民参加のまちづくり（コミュニティ・デザイン）を学び、
20 代は主にホームレス問題や貧困問題に関する調査研究およびアドボカシー（政策提言）に
取り組んできました。環境課題に取り組む abt の活動とは関係がないように見えるかもしれま
せん。しかし私自身は、どちらも「環境的不公正をいかになくすか」という問いにつながって
いると感じています。
　便利さや豊かさの裏側で、「だれかに負担が押しつけられていないか」「見えなくされてしまっ
ている人はいないか」といった視点を大切にしながら、社会・環境課題の解決に寄与できるよう、
取り組んでいきたいと思います。

　昨年 5 月より監事を拝命しました早瀬と申します。私はこれまで約 30 年ほど税務会計業務を通じて数多くの企業の運
営と発展のお手伝いをしてきましたが、アクト・ビヨンド・トラストの取り組んでいる環境問題への対応は、もはや社会
貢献にとどまらず、企業や地域社会の持続的な発展を支える重要な課題であると言えます。
　微力ではありますが、当方も監事として公正かつ健全な法人運営の支援に尽力させていただき、少しでも環境問題の解
決に役立てば幸いです。今後ともよろしくお願い申し上げます。

早瀬 敏博監事（新任）
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助成先の声
abt の助成を受けて

abt の助成事業～15 年間で培ったもの

#&'# #(' !%"!)
成果につなげる伴走支援公正で透明な選考プロセス多様な専門家とのネットワーク

オーガニックシフト部門
（ネオニコチノイド系農薬問題プログラム）

　秋田の環境を考える県民の会は、秋田県内の河川・地下水・
水道水を継続調査し、水道水から EUの基準を超える濃度のジ
ノテフランを 4年連続で検出しました。講演会や学習会も積極
的に開催し、市民参加型の環境モニタリングを展開しました。

　辻野兼範さんは、静岡県三ヶ日町のミカン園で、土壌中に残
留するネオニコチノイド系農薬と土壌動物への影響を調査しま
した。減農薬区で生物多様性が高い傾向を確認したほか、市民
向け啓発冊子の制作・配布も行ないました。

　中里亮治さんは、霞ヶ浦（北浦）で湖水中のネオニコチノイ
ド系農薬濃度と底生生物への影響を調査しました。代替農薬フ
ロニカミドも検出され、オオユスリカ幼虫の減少との関連を含
め、複合的な環境影響の可能性を示しました。

　城本（大野）啓子さんは、西表島・石垣島の水田地帯を対象
に農薬調査を実施し、農薬を使用していない水田からもネオニ
コチノイド系農薬を検出しました。水循環を介した広域的な農
薬移動と、生物多様性への影響の可能性が示唆されました。

　4件の活動はいずれも、農薬問題を個別農地だけでなく、水
系や地域生態系全体の課題として捉え直す重要な成果となりま
した。こうした成果を市民に還元する取り組みも進んでいます。

2025 年度のオーガニックシフト部門「ネオニコチノイド系農薬問題プログラム」では、農薬の環境汚染および
生態系への影響を可視化する調査研究や市民への広報啓発などを含む 4 件の活動を支援しました。各地で、水や
土壌、水生生物に対する影響の実態解明と、市民との共有・対話の取り組みが進められました。

霞ヶ浦（北浦）湖内のネオニコチノイド系農薬濃度の現状把握ならびに当該農薬が北浦のオオユス
リカ幼虫の個体数密度におよぼす影響に関する研究【調査・研究】

ミカン園土壌中の残留農薬と生物の調査及び啓発用冊子の作成【調査・研究】

秋田におけるネオニコ汚染実態の定量的解明と環境・食の安全基盤構築の県民的展開（2025）
【調査・研究、広報・社会訴求、市場 “緑化”】

「世界自然遺産の島」の水田における各種浸透性農薬の検出状況とその使用実態の解明
【調査・研究】

中里 亮治

辻野 兼範

秋田の環境を考
える県民の会

城本（大野）
啓子

1,000,000 円

904,450 円

2,000,000 円

1,000,000 円

企画名【分野】 申請主体 助成額

　多くの成果と社会的インパクトを
生み出した助成先のみなさんに、１
年間助成を受けて得たことや学んだ
こと、これからの思いなどについて
伺いました（助成成果報告書より抜
粋のうえ編集）。ここにその一部をご
紹介します。

▲オーガニックフェスタ参加／秋田の環境を考える県民の会

▲研究成果を地域の関係者に共有／城本（大野）啓子

　私たちは資金提供だけでなく、活動の発掘・公募選考・専門家との連携や丁寧な伴走支援まで行ないます。特に、社会
がまだ認知していない問題や注目されにくくても重要な問題に対する取り組みへの支援を通し、環境の未来をつくる人々
を支えることを重視してきました。

　環境の未来をつくるために大切なのは、無数の小さな挑戦です。それらが社会を変えるまでには、時間と、丁寧な支援
が必要です。私たちは、そんな草の根の取り組みをつなげ、成長するための土壌をつくってきました。

助成総額 助成件数 支援先

億円 件 団体 /個人

活動年数

年

2025 年度
公募助成事業

わたしたちのようなリソースの少ない
ユースたちは、国内各地や海外などの
地域に実践的に学びに行こうとすると
き、航空券などの交通費や宿泊費のこ
とを考えると生活が大変で諦めてしま
います。今回の助成により、航空券と
宿泊費を賄うことができたので、気持
ちの余裕も持って学びに励むことがで
きました。

abt の研究への深い理解と愛情、
公開プレゼンでの適切なアドバイ
スは非常に有り難かったです。

柔軟な支援体制により、急な
変更や機会にも対応でき、今
後の活動基盤となる国際的な
信頼関係を構築できたことに
深く感謝申し上げます。

本助成は、新たな課題の発見につなが
る基盤を支えていただいた点で非常に
意義深いものでした。今後の助成事業
においても、ネオニコチノイド系農薬
に加え、その代替として使用が拡大し
ている農薬群についても注目していた
だけると、より包括的な環境リスク評
価につながると考えます。

助成金に加え、いろいろな形
でサポートを提供してくださ
り、感謝に堪えません。

何かできるかもしれないと思えるきっ
かけをいただけたこと、発信の場所を
いただけたことは今後、多くの学校で
取り組む際の参考にしていただけるの
ではないでしょうか？ このような草の根の活動を応

援していただけると、全国の
オーガニック給食推進に大き
な力となります。

科学者・法律家・市民活動など、
多彩な選考委員が活動を評価・支
援します。

公募から選考委員会まで独立した
仕組みで厳正かつ開かれた選考を
実施します。

助成後も伴走し、専門家連携・情
報発信・ネットワーク形成を継続
的に支援します。

2025 年度採択企画
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オーガニックシフト部門
（オーガニック給食推進プログラム）

オーガニック給食推進プログラムでは、これから地域で取り組みを始めたい団体・個人を支える「はじめの一歩コー
ス」と、すでに生まれた動きを継続・発展させる「ジャンプアップコース」を用意しました。上映会や学習会、
給食実践、農家との交流、行政・地域との連携を通じて、子どもたちの食を入口に、安心・安全で持続可能な地
域づくりの輪を広げました。

市川三郷町にオーガニックシフトの動きを！こども食堂とコラボ☆ 食についての上映会

美味しく、楽しく地産地消

“食のつながり” で子どもも大人もみんな元気になろう！

一瀬 瑞枝

北信わの会

社会福祉法人ひまわり
福祉会 みらい保育園

59,000 円

100,000 円

100,000 円

企画名 申請主体 助成額
北海道鹿部町におけるオーガニック給食をもっと地域一丸となって浸透させたい

市民の意識変容を促しオーガニック給食の拡大・定着を目指す「オーガニック給食食農教育
教材作成事業」

地域とつながる「食」の体験を通して楽しく学ぶ研修会

NPO法人 しずおか
オーガニックウェブ
（SOW）

500,000 円

500,000 円

152,000 円

企画名 申請主体 助成額

ゆうき給食つくり隊

NPO法人 のこたべ

市民の手でつくるオーガニック給食

　みどりの食料システム法の制定など国による有機農業への後押しも
あり、全国でオーガニック給食への関心が高まっています。地域で有
機農業を広げ、子どもたちの安心で健康な食につなげていくためには、
生産者と消費者を地域で結びつける取り組みが重要です。

　一瀬瑞枝さんは、市川三郷町でオーガニック給食への関
心を広げるため、映画『いただきます』シリーズの上映会
を 2 回開催しました。来場者は計 229 名。保育園の食育や
近隣事例、有機農家を紹介するパネル展示、地元の有機米・
野菜の配布も行ない、地域で食を考える輪を広げました。

　北信わの会は、「美味しく、楽しく地産地消」をテーマに、
映画上映とトークセッションを開催し、97 名が参加しまし
た。準備・運営を通じて新たなつながりが生まれ、新聞等
でも紹介。開催後は他団体からの参加依頼が届くなど、活
動基盤の広がりにもつながりました。

　社会福祉法人ひまわり福祉会 みらい保育園は、年間 4 回
のオーガニック給食を実施しました。有機食材の調達先を
調べ、有機農家と直接つながりながら、子どもたちが食材
に関心を持って食べる機会をつくりました。有機農家を招
いたおはなし会も開催して、今後の働きかけに向けた学び
を深め、地域のネットワークづくりを進めました。

　はじめの一歩コースによる初めての助成から、上映会、
給食実践、農家との交流、地域内外の連携が生まれました。
各地の取り組みは、オーガニック給食を地域で共に育てる
選択肢として広げる確かな芽となりました。

　NPO法人のこたべは、北海道鹿部町でオーガニック給食の継続・
発展と地域への普及に取り組みました。栄養士向けオンラインゼミ
を全 9 回実施し、延べ 120 名超が参加。町内イベントや視察、生
産者紹介カード・冊子制作、学童向け料理教室などを通じて、行政・
生産者・家庭をつなぎ、「オーガニック給食はまちづくりである」
という認識を地域で共有しました。

　NPO 法人しずおかオーガニックウェブは、オーガニック給食の
拡大・定着に向け、市民の理解を広げるための食農教育教材を作成
しました。小学校高学年向け教材と教師用ガイドブックを各 800
部制作。実験授業や模擬授業も実施し、給食を通じて農業、生産者、
環境とのつながりを学ぶ機会をつくりました。

　ゆうき給食つくり隊は、農家や教育委員会、産業観光課と連携し、
地域とつながる「食」の体験活動を進めました。有機キャベツ農家
との交流、有機コマツナ農家への取材、有機タマネギの収穫体験、
有機ニンジンの栽培・収穫、有機大豆の収穫、給食調理員による食
育授業などを実施。地域で学ぶ「生きた教材」として学校給食を捉え、
それを広げる取り組みとなりました。

　ジャンプアップコースでは、実践を一過性で終わらせず、行政・
生産者・学校・家庭を結びつける取り組みへと発展させました。各
地の活動は、オーガニック給食を地域で継続していくための基盤づ
くりにつながっています。▲みらい保育園でのオーガニック給食／社会福祉法人ひまわり福祉会

▲上映会でのトークセッション／北信わの会
▲うみをまもる給食会議／NPO法人のこたべ

はじめの一歩コース ジャンプアップコース

▲児童による栽培・収穫体験／ゆうき給食つくり隊

　そこで abt では、幼稚園・保育園・小学校などにおけるオーガニック給食を地域で支える取り組みに携わる方々
に声をかけました。そのために、abt として初めてクラウドファンディングにも挑戦し、多くの方々の応援を
受けながら、市民の手でオーガニック給食を広げていくプログラムを 2025年度よりスタートしました。

2025年度採択企画（ジャンプアップコース）
2025年度採択企画（はじめの一歩コース）
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